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新
宮

山
彦

ぐ
る
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春
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﨑

吉
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。
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０
１
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０
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２

２
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(
日
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快
晴

 

◇
参

加
者

；
生

熊
敏

男
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名
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そ
の

そ
の

そ
の

そ
の
三三 三三
、、 、、
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へへ へへ
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前
荷
上
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前
荷
上

事
前
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上
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前
荷
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と

げ
と

げ
と

げ
と
宿
内

宿
内

宿
内

宿
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・・ ・・
管
理
棟
内

管
理
棟
内

管
理
棟
内

管
理
棟
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のの のの
在
庫
調
査

在
庫
調
査

在
庫
調
査

在
庫
調
査
    

◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
４

月
２

４
日

(
火

)
 

曇
り

後
小

雨
 

 

◇
参

加
者

；
樋

口
義

也
、

川
島

 
功
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２
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・・ ・・
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道

白
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林
道
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林
道

白
谷
林
道
のの のの
走
行
確
認

走
行
確
認

走
行
確
認

走
行
確
認
とと とと
持
経
宿
訪
問

持
経
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問

持
経
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持
経
宿
訪
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(
池

郷
林

道
乗

入
れ

に
目

途
・

志
納

金
が

え
ら

い
こ

っ
ち

や
！

)
 

    
    
大

型
連

休
を

前
に

小
屋

番
の

入
宿

や
来

山
来

宿
者

の
対

応
も

あ
り

、
林

道

の
走

行
乗

入
れ

が
可

能
な

の
か

大
変

気
に

な
り

、
白

谷
林

道
か

ら
入

り
持

経

宿
か

ら
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

迄
で

も
、

荒
れ

具
合

の
下

見
の

必
要

性
か

ら
一

人

バ
イ

ク
で

出
掛

け
る

こ
と

に
し

た
。

 

前
日

、
熊

野
修

験
(
本

宮
～

玉
置

山
)
サ

ポ
ー

ト
で

生
熊

さ
ん

と
会

い
「

２

４
日

の
行

仙
宿

へ
の

行
事

が
雨

予
報

で
中

止
と

な
っ

た
事

も
あ

り
、

明
日

一

人
で

モ
ノ

レ
ー

ル
の

点
検

と
転

法
輪

岳
か

倶
利

迦
羅

岳
位

ま
で

足
を

伸
ば

し

奥
駈

道
の

巡
視

に
出

向
く

」
と

の
話

が
あ

っ
た

。
又

、
夕

方
に

は
村

吉
さ

ん

か
ら

電
話

が
入

り
「

明
日

一
泊

で
持

経
宿

に
入

る
」

と
の

こ
と

。
当

方
の

予

定
を

話
し

持
経

宿
で

合
流

を
決

め
た

。
途

中
、

池
郷

林
道

の
崩

落
工

事
現

場

の
下

見
も

お
願

い
し

て
段

取
り

を
整

え
た

。
 

当
日

７
時

に
出

発
し

８
時

１
０

分
浦

向
の

三
叉

路
に

着
く

。
同

じ
時

刻
に

自
宅

を
出

た
生

熊
さ

ん
も

、
ま

も
な

く
着

く
か

と
待

機
す

る
も

現
れ

な
い

の

で
行

仙
宿

に
向

け
出

発
し

た
。

 

2
.
5

㎞
先

の
實

利
行

者
供

養
塔

ま
で

来
た

時
、

前
の

広
場

で
椅

子
を

並
べ

祭
り

の
準

備
を

さ
れ

て
い

る
、

今
日

が
實

利
行

者
祭

り
か

と
気

付
く

。
う

っ

か
り

し
て

い
た

の
で

浦
向

に
戻

り
、

ヒ
ラ

モ
リ

商
店

で
お

供
の

酒
２

本
を

調

達
し

、
祭

り
準

備
の

方
に

お
供

え
を

渡
し

再
出

発
。

 

９
時

少
し

前
に

行
仙

宿
登

山
口

に
着

く
と

生
熊

さ
ん

の
車

が
あ

る
。
昨

日

の
打

合
せ

で
、
最
終

モ
ノ

レ
ー

ル
を

林
道

に
デ

ポ
す

る
た

め
、
カ

バ
ー

や
軽

油
・
オ

イ
ル

も
併
せ

て
デ

ポ
を

お
願

い
し

て
お

い
た

の
で

、
そ

れ
ら

も
降
ろ

さ
れ

て
出

発
さ

れ
た
様
だ

。
大
声

で
「

生
熊

さ
ん

！
」

と
声

を
か

け
る

も
返

答
な

い
、

行
仙

宿
と

モ
ノ

レ
ー

ル
の
件

は
、

生
熊

さ
ん

に
任
せ

白
谷

林
道

ゲ

ー
ト

へ
向

う
。

９
時

少
し
過
ぎ

に
ゲ

ー
ト

か
ら

白
谷

林
道

に
入

る
。

一
時
間

近
く

要
し

て
１

０
時
頃

に
持

経
宿

に
着

い
た

が
、

７
㎞

ポ
イ
ン

ト
の

少
し
手

前
と

８
㎞

ポ
イ
ン

ト
過
ぎ

の
二
ヶ
所

の
計

三
ヶ
所

の
路
面

が
特

に
大

荒
れ

で
、

前
回

(
3
/
1
1
)
と

さ
ほ
ど

変
っ

て
い

な
い

。
荒

れ
が
進

ん
で

い
る

と
は
思
わ

れ

な
い

が
、

ト
ラ
ッ

ク
か
四
駆

車
し

か
乗

入
れ

出
来

な
い
状
態
だ

。
落
石

は
、

前
回
片
づ

け
た

の
で

少
な

い
。

 

村
吉

さ
ん

の
方

が
先

に
着

い
て

い
る

は
ず
だ

が
居

な
い

。
１

５
～

２
０

分

待
っ

て
も

来
な

い
の

で
メ

モ
を
残

し
て

、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

迄
下

見
に

出
発

す
る

。
三

叉
路

か
ら
4
0
0
～

5
0
0
m
位

は
、

落
石

も
な

い
、

こ
の

ま
ま

か
と
思

っ
た

が
、
そ

う
は

い
か

な
い

。
 

そ
れ

か
ら

先
は
3
/
1
1
の

白
谷

林
道

同
様

、
1
0
0
m
進

ん
だ

ら
落
石

又
、

落

石
の

連
続
だ

。
バ

イ
ク

の
為

、
片

付
け

る
こ

と
も
無

く
進

め
る

が
、

２
㎞

位

進
ん
だ

時
、
巨
石

が
(
ド

ラ
ム
缶
３
個

位
)
落

ち
て

い
る

、
そ

れ
が
木

を
巻
き

込
ん

で
道

に
塞

が
っ

て
い

て
、

バ
イ

ク
で

も
通

り
抜

け
ら

れ
な

い
。
鋸

で
枝

や
除

け
ら

れ
る

落
石

を
処
理

し
て
通
過

し
た

。
 

そ
こ

か
ら

5
0
0
m
位
進

ん
だ

か
、
三

叉
路

と
ゲ

ー
ト

の
中
間
地

点
位
だ

。
前

に
村

吉
さ

ん
が

車
を

止
め

、
落
石
除
去

の
作
業

を
し

て
い

る
。

 

崩
落

現
場

は
ど

う
だ

っ
た

の
か

、
ゲ

ー
ト

か
ら
此
処

ま
で

来
ら

れ
て

い
る

の
で

、
ま

あ
ー
び

っ
く

り
で

あ
り
早
速

話
を
聞

く
。

 

道
路
上

の
土
砂

も
撤
去

さ
れ

、
全
面
ネ
ッ

ト
張

り
も
完
了

し
た

。
吹

付
工

事
も

後
３

日
で
完
了

、
４

日
目

に
片

付
け

を
行

い
、
4
/
2
7
(
金

)
よ

り
通

行
可

能
と

の
こ

と
。
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そ
の

ま
ま

現
場

に
行

く
と

、
今

日
は

日
曜

日
で

工
事

も
休
み

で
通
過

出
来

た
の

で
、
そ

の
ま

ま
此
処

ま
で

や
っ

て
来

た
。

８
時
頃
よ

り
池

郷
林

道
に

入

り
、
此
処

ま
で

２
時
間
３

０
分

要
し

た
。
３

０
回

位
車

か
ら
降

り
て

落
石
処

理
を

し
た

と
の

こ
と

で
あ

る
。

 

合
流

後
、

こ
の
地

点
か

ら
持

経
宿

ま
で
二

人
で

落
石
処
理

を
行

い
、
昼
飯

も
食

べ
ず

に
持

経
宿

に
到

着
し

た
の

は
、

１
３

時
過
ぎ

で
あ

っ
た

。
 

村
吉

さ
ん

は
５

時
間

、
沖
崎

は
３

時
間

、
延

８
時
間

を
要

し
、

や
っ

と
通

行
の

目
途

を
つ

け
た

。
 

巨
石

落
下
箇
所

は
、
周

り
の
木

や
石

を
片

付
け

て
、
ぎ

り
ぎ

り
で
通

行
出

来
た

の
は

ラ
ッ
キ

ー
だ

っ
た

。
あ

と
を

村
吉

さ
ん

に
頼
み

、
池

郷
林

道
経
由

で
下

山
し

た
。
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納
箱
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箱
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箱

志
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い
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に
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い
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に
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い
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に
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3
/
1
1
持

経
宿
訪
問

時
、
志

納
箱

に
3
,
5
0
0
円

を
確
認

し
回
収
せ
ず

に
次

回

と
し

た
。
そ

の
後

、
６

人
宿

泊
も

あ
り

２
万

位
あ

る
か

と
、

本
日

志
納
箱

を

開
け

た
ら
千
円
札

２
枚

と
５

０
０
円

玉
２
個

の
計
3
,
0
0
0
円

し
か

な
い

。
 

前
回
よ

り
減

っ
て

い
る

で
は

な
い

か
。
平
治

宿
も
昨

年
５

月
末
以

後
、
全

く
志

納
金

が
な

い
。

先
月

、
行

仙
宿

で
も

2
,
0
0
0
円
し

か
な

い
。

こ
の

時
期

来
宿

者
は

少
な

い
が

、
こ

ん
な

こ
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。
昨

年
、

行
仙

宿
か

ら
高

性
能

ラ
ジ
オ

や
イ
ン
パ

ク
ト

が
盗

ま
れ

て
い

る
。

 

志
納
箱
内

の
志

納
金

が
盗

ま
れ

た
の

は
間
違

い
が

な
い

、
皆

さ
ん

も
気

を

つ
け

て
下

さ
い

。
志

納
箱

の
改
造

、
鉄
製

に
取
替
等

を
思
案

中
で

あ
る

。
 

(
記

；
沖

﨑
)
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本

日
予

定
の
我

が
地
区

行
事

が
、
直

前
に

中
止

と
な

り
予

定
が
狂

っ
た

の

を
幸

い
に

ト
レ

ー
ニ
ン
グ

を
兼
ね

て
行

仙
に

行
っ

て
来
よ

う
と
思

い
立

っ

た
。
つ

い
で

に
、
以

前
聞

い
て

い
た

モ
ノ

レ
ー

ル
の

調
子

(駐
機

場
内

に
停

止

さ
せ

た
時

に
少

し
後
退

)と
前

回
雨
天

で
取

り
止

め
に

な
っ

た
行

仙
岳

～
持

経
宿
間

の
点

検
巡

視
を

出
来

る
所

ま
で

や
っ

て
見
よ

う
と

又
、

連
休

の
荷
揚

げ
を

少
し

で
も

と
、
理
由

を
話

し
て

沖
﨑

宅
で
チ
ェ
ン
ソ

ー
を
受

け
取

り
行

仙
宿

へ
走

っ
た

。
 

前
日
打

ち
合
せ

た
別

行
動

の
沖

﨑
さ

ん
(池

郷
林

道
点

検
)と

登
山

口
到

着

を
待

た
ず

に
、

少
し

で
も

時
間

を
稼
ご

う
と

行
仙

宿
小

屋
に
急

い
だ

。
 

９
時
過
ぎ

の
気
温

は
、

１
８
℃

と
な

っ
て

い
る

。
宿
内

に
入

る
と

一
人

の

登
山

者
、
聞

け
ば
京
都

の
方

で
山

彦
も

お
世

話
に

な
っ

て
い

る
関

本
俊
雄
氏

の
お
知

り
合

い
と

の
こ

と
、

本
宮

か
ら

入
っ

て
昨
夜

こ
こ

に
泊

っ
た

と
の

こ

と
。

話
に

は
良

く
聞

い
て

い
た

が
、

行
仙

宿
は
初

め
て

ら
し

い
、

こ
れ

か
ら

浦
向

に
降

り
て

バ
ス

で
帰

る
と
言
わ

れ
た

。
 

出
来

る
だ

け
足

を
延

ば
そ

う
と

気
が
急

く
が

、
足

が
鈍

い
上

に
こ

の
暑

さ
、

山
彦
安
全
ヘ

ル
メ
ッ

ト
が
汗

で
滑

っ
て

前
へ

行
っ

た
り

後
ろ

に
行

っ
た

り
忙

し
い

。
行
き

会
う

登
山

者
(３

名
)に

道
の
様

子
を
伺

い
な

が
ら

先
へ
進
む

。
 

行
仙

岳
か

ら
怒
田

の
宿

迄
の
間

で
二
ヵ
所

に
枯
木

が
在

り
、
チ
ェ
ン
ソ

ー

を
必

要
と

し
た

。
 

更
に
怒
田

の
宿

か
ら
進
む

こ
と

２
０

分
程

の
所

に
は

、
完
全

に
道

を
塞

い

だ
ブ
ナ

と
思
わ

れ
る

大
木

が
横

た
わ

っ
て

い
た

。
幸

い
道

を
塞

い
で

い
る
部

分
は

、
根
元

の
方

で
な

く
枝

分
か

れ
部

分
で

、
腕

の
太

さ
が
せ

い
ぜ

い
だ

が
、

本
数

が
多

い
の

で
チ
ェ
ン
ソ

ー
で
処
理

し
た

。
後

で
聞

い
た

の
で

あ
る

が
、

こ
の
倒
木

は
、
昨
秋
台
風

後
に
歩

か
れ

た
椎
木

会
員

さ
ん

が
、
指
摘

報
告

さ

れ
て

い
た
倒
木

の
様

で
あ

る
。
場
所

が
い

い
の

で
比
較
的
楽

に
切
除

出
来

た
。 

こ
こ

か
ら

先
は

、
登

山
道

の
状
態

も
良

く
、
手
鋸

で
処
理

出
来

た
倒
木

が

一
ヶ
所
だ

け
あ

っ
た

。
 

帰
り

の
足

を
考

え
倶

利
迦

羅
岳
手

前
で
引
き
返

す
事

に
し

た
。
帰

り
は

行

仙
岳
捲
き

道
を
通

っ
た

が
、
倒
木

は
無

か
っ

た
が

道
の

修
繕
箇
所

が
何
ヶ
所

か
在

っ
た

。
 

１
５

時
前

の
行

仙
宿

入
口

の
温
度

計
は

、
直
接
陽

が
当

っ
て

い
る

加
減

も

あ
る

が
、

２
８
℃

を
指

し
て

い
る

の
を
横

目
に

下
山

し
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
を

林
道
沿

い
に
降
ろ

し
て

点
検

す
る

と
、

サ
イ
ド
ブ

レ
ー
キ

の
ワ

イ
ヤ

ー
が
切

れ
て

い
る

。
こ

れ
で

は
傾
斜

の
あ

る
所

で
は

、
駐

機
は
難

し
い
だ
ろ

う
。
新

し
い
ワ

イ
ヤ

ー
に

取
り
替

え
る
だ

け
で
良

い
と
思
わ

れ
る

。 
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そ
の

報
告

を
兼
ね

て
沖

﨑
宅

に
立
寄

っ
て

か
ら
帰

路
に
つ

い
た

。
 

後
日

、
沖

﨑
さ

ん
は

、
寄
贈
設

置
し

て
頂

い
た
㈱
カ
マ
ハ

ラ
テ
ッ

ク
に
児

嶋
氏

と
赴
き
聞

い
た

と
こ
ろ

「
後
退

は
 
ブ

レ
ー
キ
シ
ュ

ー
の
錆

か
磨
耗

」

が
原
因

と
の

こ
と

、
ブ

レ
ー
キ
シ
ュ

ー
の

調
節
ナ
ッ

ト
の
締

め
増

し
で
直

る

と
の

こ
と
だ

が
一
寸
難

し
い

と
の

こ
と

。
交
換

を
含

め
て

点
検

調
製

を
お

願

い
し

た
と

の
こ

と
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(記

；
生

熊
) 

 
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へへ へへ
事
前
荷
上

事
前
荷
上

事
前
荷
上

事
前
荷
上
げ
と

げ
と

げ
と

げ
と
宿
内

宿
内

宿
内

宿
内
・・ ・・
管
理
棟
内

管
理
棟
内

管
理
棟
内

管
理
棟
内
のの のの
在
庫
調
査

在
庫
調
査

在
庫
調
査

在
庫
調
査
 

 
２

２
日

(日
)は

、
最
終

回
・
第
３

４
回

イ
ワ
チ
ド

リ
・
山
草
展
示

会
(会
長

;
児
嶋

、
会

計
:川

島
)が

あ
り

、
山

彦
の

行
事
企
画

を
外

し
２

４
日

(
火

)
に

行
事

を
企
画

し
た

が
、

前
線
通
過

に
よ

る
雨

予
報

の
為

に
行

事
を

中
止

に
し

た
。

 

だ
が
聖
護
院

が
９

月
初
旬

実
施

の
南

奥
駈

修
験

行
の

下
見

山
行

(
２

５
日

)

に
草

分
氏
他

５
名

が
「

前
鬼

か
ら

入
山

し
行

仙
宿

に
宿

泊
」

と
の

連
絡

を
受

け
た

。
そ

の
際

、
前
鬼

か
ら

行
仙

宿
に

着
く

時
間

が
遅

く
な

る
と
想

定
さ

れ
、

行
事

で
行

仙
宿

に
入

る
の

で
「
水

場
の
水

を
汲

ん
で

お
く

」
と

の
連
絡

し
た

手
前

か
ら

、
雨

で
も

行
仙

宿
に

一
人

で
行
き
水

を
確
保

す
る

事
に

し
た

。
 

 

前
日

に
樋

口
氏

か
ら
荷
上
げ

を
手
伝

う
と

の
連
絡

が
あ

り
、

行
事

を
中

止

し
た

が
雨

で
も

行
く

が
・

・
・

・
同

行
し

て
く

れ
る

こ
と

に
な

る
。

 

熊
野
尾
鷲

道
路

の
大

泊
I
C
傍

の
駐

車
場

で
、
７

時
５

０
分

に
樋

口
氏

と
合

流
す

る
。

 

飛
鳥
地
内

に
入

る
と

小
雨

が
降

り
出

し
、

登
山

口
に

９
時

前
に
到

着
し

、

雨
具

を
着
用

す
る

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
は

林
道
沿

い
に
駐

機
さ

れ
て

い
た

が
、
駐

機
場

に
保
管

の
エ

ン
ジ
ン
キ

ー
取

り
に

川
島

が
往
復

す
る
間

に
、

樋
口
氏

が
ポ

リ
タ
ン

ク
７

Ｌ
・

２
個

に
登

山
口
傍

の
谷
水

を
補
給

す
る

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
の
燃
料

と
オ

イ
ル

を
確
認

す
る

と
満
杯

で
、
最

後
に
降
ろ

し

た
生

熊
さ

ん
の
配
慮

が
行
き
届

い
て

い
る

。
 

連
休

中
の
食
料

(
サ

ト
ウ

の
御
飯

5
+
イ
ン
ス
タ
ン

ト
味
噌
汁
1
2
食

分
+
食

用
油

１
Ｌ
+
シ

ー
チ
キ
ン
缶
詰
3
+
玉
葱
7
)
+
聖
護
院

へ
の
差

し
入

れ
(
ス

ポ
ー

ツ
飲
料

2
L
+
カ

ラ
ー

と
紅
甘
夏
柑

)
＋
缶
ビ

ー
ル
8
本

の
計
約

１
４
㎏

)
と
水

の
ポ

リ
タ
ン

２
個

を
積
み
込
む

。
 

 
 

 

荷
上

げ
品

積
み

込
み

 
 

 
濃

い
霧

の
中

を
登

る
 

 
 

 
 

荷
上

げ
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
で

登
る
ほ
ど
霧

が
濃

く
漂

う
。

雨
は

小
雨

で
、
ゆ

っ
く

り
登

り
行

仙
宿

に
９

時
４

０
分

に
到

着
。

雨
具

着
用

の
為

、
び

っ
し
ょ

り
汗

を
か

い
た

。
 

樋
口
氏

に
宿
内
・
管
理
棟

の
紙
食
器
類

と
食
料

の
在
庫

調
査

を
頼
み

、
川

島
は
水

場
へ
降

り
る

。
水

場
径

の
桟
木

段
差

の
取
替

要
が
３
箇
所

あ
っ

た
。

 

水
場

は
、
僅

か
に
オ

バ
ー
ブ
ロ

ー
し

て
流

れ
、

や
や

大
き

い
石

を
１
個
除

去
し

た
。
水

７
Ｌ

ポ
リ
タ
ン

を
担
ぎ

小
屋

に
１

０
時
半

に
戻

る
。
結
局

、
水

７
Ｌ

ポ
リ
タ
ン

２
個

が
在

り
、

本
日
３
個
補
給

し
た

。
 

小
屋

に
戻

り
発

電
機

の
燃
料

を
確
認

。
発

電
機

に
給
油

し
て

５
Ｌ

の
ガ
ソ

リ
ン
缶

が
在
庫

、
空

に
な

っ
た

５
Ｌ
ガ
ソ

リ
ン
缶

は
補
給

に
降
ろ

す
。

 

そ
の

後
、
管
理
棟
内

を
整
理

す
る

(
ス

ト
ー
ブ

は
資
材
倉
庫

へ
、
ザ

イ
ル

は

棟
下

に
保
管

)
。

 

こ
の
間

に
樋

口
氏

は
、

宿
内

・
管
理
棟
内

の
在
庫

一
覧
表

を
書
き

出
し

て

下
さ

る
。
一

人
だ

と
倍

の
時
間

が
掛

る
だ

け
に

樋
口

の
参

加
に
感
謝

で
あ

る
。
 

聖
護
院

へ
の
差

し
入

れ
が
判

る
様

に
メ

モ
を
書
き

を
置

く
。

 

１
１

時
半
頃
よ

り
昼
食

に
す

る
。
昼

か
ら

は
雨

が
強

く
な

る
と

の
予

報
で

あ
り

、
早

目
の

１
２

時
過
ぎ

に
下

山
す

る
、

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
の
尾
根

の
シ

ャ
ク
ナ

ゲ
が
咲
き
始

め
て

い
る

、
１
３

時
前

に
登

山
口

に
到

着
。

小
雨

が
上
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が
り
始

め
、

林
道

を
抜

け
国

道
4
2
5
号
線

の
白

谷
ト
ン
ネ

ル
寄

り
の
展
望

場

所
で

樋
口
氏

の
デ
コ

ポ
ン

を
賞
味

し
小

休
止

。
 

 
 

 

水
場

は
少

し
の

流
れ

 
 

 
下

山
前

に
撮

影
 

 
 

 
シ

ャ
ク

ナ
ゲ

咲
く

 
 

 
 

 下
山

後
、

下
北

山
村
役

場
・
産
業
建
設
課

へ
表
敬
訪
問

し
、

池
郷

林
道

の

崩
落

工
事
進
捗

を
再
確
認

し
た

。
こ

の
雨

で
本

日
と

明
日

２
日

の
吹

付
け

工

事
が
延
期

に
な

る
が

、
今
週
末

に
は
通

行
止

め
が
解
除

に
な

る
事

を
確
認

し

た
。
尚

、
国

道
4
2
5
号
線

の
白

谷
ト
ン
ネ

ル
補

修
工

事
が

、
５

月
１

２
日

(
月

)

～
７

月
１
３

日
(
金

)
迄

の
間

は
、

時
間
制
限
通

行
止

め
に

な
る

と
の

こ
と

。
 

帰
路

沖
﨑

宅
に
立
寄

り
、
在
庫

調
査

の
結
果

と
２

９
日

に
荷
上

の
調

達
品

を
連
絡

し
て
帰

宅
し

た
。

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

熊
野
・
大

泊
Ｉ
Ｃ
傍
Ｐ
7
:
5
0
→
8
:
5
5
登

山
口
9
:
0
5
→
9
:
4
0
行

仙
宿
1
0
:
0
0
→
水

汲
み
→
1
0
:
3
0
行

仙
宿
1
2
:
1
5
→
1
2
:
5
5
登

山
口
→
1
3
:
2
0
下
北

山
村
役

場
・
表

敬
訪
問
1
3
:
4
5
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
川

島
) 

  


